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 １月１７日（金）に、５年生が、唐津市食生活改善推進協議会の指導を受けて、親子で食事作りをし

ました。講師は、唐津市食生活改善推進協議会鎮西支部長の酒井比富美さんと６名の食生活改善推進員

の皆さんでした。献立は、トマトライス、コンソメスープ、ヨーグルトサラダと「いのちの長だご」で

した。「いのち長だご」は、波戸地区の郷土料理です。鎮西町の郷土料理を知ってもらいたいという食生

活改善推進員の皆さんの願いもあり、献立に組み込まれました。「炊飯器が動かない！」というトラブル

もありましたが、なんとかできあがりました。おうちの方と一緒に作った料理は、とてもおいしかった

です。また、「いのち長だご」という郷土料理を作って食べることができたこともよい経験でした。 

食生活改善推進員の皆さん、ありがとうございました。また、５年生の保護者の皆様もお忙しい中

参加していただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年生から「自分たちに 

               何かできることはありま 

せんか。」と申し出があり、花の苗を植える活動を引き受け 

てくれました。２月１３日の２時間目、空気がとても冷た 

い中での活動でしたが、一つ一つ丁寧に植えてくれました。 

 卒業式の時は、この花たちも卒業生を見送り、入学式の 

時は新しい１年を迎えてくれると思います。 

 「もうすぐ６年生も卒業するんだなあ。」と、少し寂しさ 

を感じながら一緒に作業をしました。 

 寒い中、６年生のみなさん、ありがとうございました。 
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「いのちの長

だご」づくり

は、初めての

経験でした

が、わかりや

すく教えてく

ださいまし

た。 お父さん、お母さんがたの協力もあり、順調にで

きあがってきました。一緒に調理できて、子ども

たちも嬉しそうでした。 

 できあがり! 

みんなでおいしくいただきました。とて

もおいしかったです。取材のカメラに向

かって、子どもたちは、笑顔で答えてい

ました。 


